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国
民
救
援
会
と
し
て
、
残
留
孤
児
訴
訟

に
つ
い
て
、
北
海
道
・
長
野
・福
岡
を
は
じ

め
、
岡
山
の
訴
訟
に
つ
い
て
も
支
援
を
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
訴
訟
に
つ
い
て
の
学
習
会

を
、
昨
年
８
月
７
日
に
行
い
ま
し
て
、
２２

名
が
参
加
し
て
、
原
告
団
の
大
森
卓
士
さ

ん
か
ら
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
大
森
さ
ん

の
話
さ
れ
た
こ
と
は
、
「昭
和
１４
年
に
生

ま
れ
て
す
ぐ
お
母
さ
ん
と
と
も
に
、
政
府

の
国
策
に
基
づ
い
て
満
州
に
わ
た
り
、
両

親
を
亡
く
し
、
孤
児
と
な
り
、
昭
和
６１
年

９
月
に
永
住
帰
国
す
る
ま
で
中
国
人
に
育

て
ら
れ
、
言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
ほ
ど

苦
労
し
た
こ
と
。
帰
国
し
て
か
ら
日
本
語

が
話
せ
ず
、
日
本
人
な
の
に
“中
国
人
”と

言
わ
れ
た
こ
と
。
“
ア
ホ
”
“
バ
カ
”と
言
わ

れ
、
中
国
で
“日
本
人
”と
言
わ
れ
て
も
な

ん
と
も
思
わ
な
か
っ
た
が
、
日
本
に
帰
っ
て

胸
を
張
っ
て
生
活
で
き
る
と
思
っ
て
い
た
の

に
、
本
当
に
辛
か
っ
た
。
」と
涙
な
が
ら
に

お
話
さ
れ
、
私
た
ち
も
「
こ
ん
な
こ
と
は

許
せ
な
い
。
一
日
も
早
く
解
決
し
な
け
れ

わ
れ
た
、
支
え
る
会
の
第
６
回
幹
事
会
に

寄
せ
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

決
の
要
請
行
動
と
と
も
に
、
国
の
控
訴
断

念
を
求
め
、
厚
生
労
働
省
前
で
座
り
込
み

を
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
高
杉
団
長
、
大
森

副
団
長
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

七
日
、
岡
山
会
館
前
で
弁
護
団
を
中
心

に
原
告
、
支
え
る
会
約
三
十
人
が
参
加
し

て
、
国
の
控
訴
断
念
と
孤
児
問
題
の
早
期

解
決
を
求
め
て
街
頭
宣
伝
行
動
を
行
い
ま

し
た
。
雨
の
中
参
加
者
は
、
「国
は
、
神
戸

地
裁
判
決
に
従
い
早
期
解
決
を
！
」と
書

い
た
横
断
幕
を
掲
げ
、
ビ
ラ
約
六
〇
〇
枚

を
配
布
し
ま
し
た
。
高
杉
原
告
団
長
、
奥

津
弁
護
団
長
、
小
林
支
え
る
会
事
務
局
長

は
、
マ
イ
ク
を
握
り
、
国
の
政
策
転
換
を
迫

る
た
め
に
は
、
「世
論
の
力
」が
必
要
で
す

と
力
を
込
め
て
支
援
を
訴
え
ま
し
た
。 

 

十
一
日
、
国
は
不
当
に
も
次
の

よ
う
な
理
由
で
大
阪
高
裁
に
控
訴

し
ま
し
た
。 

一
、
大
阪
地
裁
で
国
の
主
張
を
認

め
る
判
決
が
下
さ
れ
て
い
る
。 

二
、
中
国
残
留
邦
人
の
被
害
の
性

質
を
北
朝
鮮
拉
致
被
害
者
の
被
害

と
同
視
す
る
誤
り
が
あ
る
…
な

ど
。 原

告
団
全
国
連
絡
会
の
池
田
代

表
は
、
「血
も
涙
も
な
い
。
心
か
ら

怒
っ
て
い
ま
す
。
」と
の
コ
メ
ン
ト
を

発
表
し
ま
し
た
。 

十
四
日
、
国
の
控
訴
を
受
け
、
弁

護
団
、
原
告
団
、
支
え
る
会
は
、

天
満
屋
前
の
商
店
街
で
約
二
五
人

が
参
加
し
て
、
抗
議
行
動
を
行
い

ま
し
た
。 

マ
イ
ク
を
手
に
し
た
則
武
弁
護
団

区
二
二
〇
一
人
の
大
集
団
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
数
は
日
本
に
永
住
帰
国
し
た

「孤
児
」約
二
五
〇
〇
人
の
九
割
に
近
い

数
で
す
。 

一
月
三
〇
日
に
は
、
原
告
数
が
約
一
一

〇
〇
人
と
最
も
多
い
東
京
地
裁
で
判
決

が
言
い
渡
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
、
全
国
各

地
で
結
審
や
判
決
を
迎
え
ま
す
。 

岡
山
原
告
団
は
、
二
〇
〇
四
年
二
月
二

〇
日
に
十
六
人
が
岡
山
地
裁
に
提
訴

し
、
そ
の
後
香
川
県
か
ら
八
人
、
岡
山
県

か
ら
三
人
の
追
加
提
訴
が
あ
り
、
現
在

二
七
人
で
す
。
さ
ら
に
岡
山
県
か
ら
数

人
が
訴
訟
を
希
望
し
て
い
ま
す
。 

二
月
七
日
（
水
）に
は
、
岡
山
地
裁
で

原
告･

被
告･

裁
判
所
の
裁
判
に
関
す
る

裁
判
進
行
協
議
が
行
わ
れ
ま
す
。 

今
年
は
、
中
国
「
残
留
日
本
人
孤
児
」

訴
訟
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に
勝
負
の
年
で

す
。
出
足
よ
く
一
年
間
全
力
で
「
よ
き

日
」（勝
訴
）の
た
め
に
力
を
合
わ
せ
て
が

ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！  

 

小
林
軍
治 

 

年
賀
状
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部 

 

日
本
中
国
友
好
協
会
本
部 

 

日
本
中
国
友
好
協
会
米
子
支
部 

 

岡
山
合
同
法
律
事
務
所 

 

岡
山
県
労
働
組
合
会
議 

 

有
限
会
社
高
木
印
刷
所 

 
 

 
 

 
 

右
の
方
々
か
ら
年
賀
状
が
届
き
ま
し
た
。 

国国国
民民民
救救救
援援援
会会会
よよよ
りりり   

メメメ
ッッッ
セセセ
ーーー
ジジジ 

ば
な
ら
な
い
」と
署
名
を
取
り
組
む
と
と

も
に
、
そ
の
時
、
支
援
の
お
手
伝
い
と
し
て

カ
ン
パ
を
１
万
円
出
さ
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
年
の
７
月
に
も
救
援
美
術
展
を
行

い
、
そ
の
収
益
金
か
ら
、
１
万
円
の
支
援
カ

ン
パ
を
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
救
援
会
は
偶
数
月
の
第
１
日
曜

日
に
支
援
の
学
習
会
を
し
て
お
り
ま
し

て
、
竹
内
会
長
や
小
林
さ
ん
か
ら
、
岡
山

で
の
訴
訟
の
状
況
や
原
告
団
の
み
な
さ
ん

の
生
活
状
況
な
ど
の
お
話
を
し
て
い
た
だ

い
て
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
に
事
実
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

大
森
さ
ん
は
「私
た
ち
は
残
り
の
時
間
が

少
な
い
。
せ
め
て
日
本
人
ら
し
い
生
活
が

し
た
い
。
人
権
を
感
じ
る
生
活
が
し
た

い
。
」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ご
く

当
然
、
当
た
り
前
の
要
求
が
実
現
す
る
よ

う
支
援
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

国
民
救
援
会 

岡
山
支
部
事
務
局
長 

 

竹
原
正
樹 

こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
昨
年
十
二
月
に
行

神
戸
地
裁
判
決
後
の
動
き 

 

昨
年
の
十
二
月
一
日
、
神
戸
地
裁
で
原

告
勝
訴
の
判
決
が
下
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
を
受
け
て
一
日
夜
、
神
戸
地
裁
判
決

報
告
集
会
が
、
岡
山
き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
で

開
か
れ
、
約
三
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

裁
判
を
傍
聴
し
た
高
見
原
告
団
事
務
局

長
は
「
国
が
誤
っ
た
行
為
を
し
た
こ
と
を

明
ら
か
に
す
る
、
公
正
な
判
断
が
下
さ
れ

た
。
心
か
ら
判
決
に
感
謝
し
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
団
結
し
て
が
ん
ば
ら
な
け
れ
ば
」

と
話
し
ま
し
た
。
弁
護
団
か
ら
判
決
内
容

の
要
点
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
国

に
控
訴
断
念
を
求
め
る
取
り
組
み
を
近

日
中
に
行
う
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。 

 

四
日
、
原
告
団
と
弁
護
団
は
東
京
都
内

で
地
元
選
出
国
会
議
員
へ、
孤
児
問
題
解

事
務
局
長
は
「画
期
的
判
決
を
踏
み
に
じ

り
、
孤
児
問
題
の
解
決
を
遅
ら
せ
る
不
当

な
行
為
で
、
憤
り
を
感
じ
る
。
全
面
解
決

に
力
を
貸
し
て
」と
訴
え
ま
し
た
。
参
加
者

は
「国
の
不
当
控
訴
に
対
し
て
、
心
の
底
か

ら
抗
議
し
ま
す
。
安
倍
首
相
、
柳
澤
厚
生

労
働
大
臣
に
抗
議
の
声
を
届
け
ま
し
ょ

う
！
」と
書
い
た
ビ
ラ
約
五
〇
〇
枚
を
配

布
し
ま
し
た
。 

十
五
日
、
兵
庫
訴
訟
の
原
告
団
六
五
人
全

員
が
、
「国
が
控
訴
し
た
以
上
、
た
た
か
う

必
要
が
あ
る
」と
大
阪
高
裁
に
控
訴
し
ま

し
た
。 

「孤
児
」訴
訟─

─

勝
負
の
年
で
す
。 

二
〇
〇
二
年
十
二
月
二
〇
日
、
関
東

地
区
の
中
国
「
残
留
日
本
人
孤
児
」
六
二

九
人
が
「普
通
の
日
本
人
と
し
て
人
間
ら

し
く
生
き
る
権
利
を
回
復
す
る
こ
と
」を

要
求
し
て
、
東
京
地
裁
に
提
訴
し
て
、
四

年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
訴
訟
は
、
多
く

の
「孤
児
」の
心
を
動
か
し
ま
し
た
。 

現
在
、
北
は
北
海
道
の
札
幌
か
ら
南
は

九
州
の
鹿
児
島
と
全
国
各
地
に
燎
原
の
火

の
よ
う
に
拡
が
り
、
提
訴
者
は
、
十
五
地

も
多
く
、
支
給
は
孤
児
た
ち
の
強
い
願
い

の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。 

今
行
わ
れ
て
い
る
支
給
の
停
止
と
い
う

運
用
は
、
困
難
な
中
育
て
て
く
れ
た
養

親
への
見
舞
い
や
、
墓
参
り
す
ら
出
来
な

い
実
情
を
招
い
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど
改

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

「
兄
弟
や
親
戚
か
ら
『親
の
育
て
の
恩

を
忘
れ
た
か
』と
い
わ
れ
る
こ
と
が
一
番

辛
い
」と
言
っ
て
い
た
。
こ
の
嘆
き
が
な
く

な
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 

支
え
る
会
事
務
局 

澤
山
博
一 

朝
日
新
聞
（
１
月
６
日
号 

３
面
）に
よ
る

と
、
厚
生
労
働
省
は
「残
留
」孤
児
が
養
父

母
な
ど
親
戚
を
訪
れ
る
た
め
に
中
国
へ渡

っ
た
と
き
生
活
保
護
費
の
支
給
を
停
止
し

て
い
た
運
用
を
、
０７
年
度
か
ら
改
め
る
こ

と
を
決
め
た
。 

こ
れ
は
孤
児
た
ち
の
強
い
願
い
で
あ
っ
た

が
、
次
年
度
か
ら
は
柔
軟
な
対
応
を
す
る

こ
と
に
な
る
。 

従
来
、
生
活
保
護
費
の
中
の
食
費
や
医

療
費
を
ま
か
な
う
「生
活
扶
助
」の
支
給
が

止
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
う
で
な
く
て
も
困

難
な
生
活
の
中
渡
航
を
中
止
す
る
孤
児

生
活
保
護
費
を
継
続 

中
国
渡
航
中
も 

厚
生
労
働
省
が
決
定 
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前
年
の
佐
々
木
・許
両
氏
の
約
束
に
従

っ
て
、
早
速
「千
本
桜
」の
第
一
回
目
、
２
５

０
本
の
植
樹
団
を
建
徳
市
に
送
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
の
と
き
か
ら
出
雲
空
港
か
ら

の
チ
ャ
ー
タ
ー
機
を
利
用
す
る
こ
と
に

な
っ
た(

利
用
航
空
会
社
は
中
国
北
方
公

司
。
後
西
北
航
空
の
利
用
と
な
り
、
合
併

で
今
は
東
方
航
空)

。
出
雲
空
港
か
ら
の

チ
ャ
ー
タ
ー
機
と
い
う
こ
と
で
、
多
数
の

団
体
客
を
募
集
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
な
っ
た
わ
け
で
、
改
め
て
出
雲
空
港

か
ら
の
中
国
直
行
航
路
開
設
の
必
要
を

強
く
感
じ
た
。 

 

こ
の
と
き
は
出
雲
出
発
が
１２
時
、
１
時

間
の
時
差
で
午
後
１
時
に
上
海
に
着
い
た

が
、
入
国
手
続
き
な
ど
の
関
係
で
、
一
気

に
建
徳
市
に
入
る
こ
と
は
無
理
と
い
う
こ

と
で
、
杭
州
ま
で
行
っ
て
一
泊
す
る
こ
と

に
し
た
。
高
速
バ
ス
で
上
海
～
杭
州
：２
時

間
半
、
杭
州
～
建
徳
市
：３
時
間
。
休
憩

な
ど
を
入
れ
る
と
延
べ
６
時
間
。
も
ち
ろ

ん
途
中
か
ら
パ
ト
カ
ー
の
先
導
で
、
「そ
こ

の
け
そ
こ
の
け
」で
行
っ
て
も
こ
の
時
間
は

か
か
る
。
現
在
は
自
動
車
専
用
道
路
が
完

成
し
て
い
る
の
で
早
い
が
、
そ
れ
で
も
５
時

間
は
必
要
で
あ
る
。
翌
日
は
午
後
に
建
徳

市
に
入
る
都
合
で
、
半
日
は
杭
州
市
内
の

視
察
を
行
っ
た
。
有
名
な
「西
湖
」、
書
を

中
心
と
し
た
「西
玲
印
社
」、
杭
州
の
仏
教

寺
院
「霊
陰
寺
」
な
ど
を
見
て
か
ら
建
徳

市
へ向
か
っ
た
。 

 

建
徳
市
で
は
到
着
後
建
徳
市
人
民
政
府

中
国
建
徳
市
に
桜
千
本
を
植
え
る 

 
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

⑦ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

杉
元 

邦
太
郎 

 
Ⅴ

．
第
一
回
目
の
２
５
０
本
の
桜
植
樹 

（２
０
０
０
＝
平
成
１２
年
１０
月
２６
日
～
） 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

１
月
２２
日(

月)

午
後
１
時
半
～ 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

小林 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

服部 

三垣 

主
催
の
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
会
員
は
皆
旧
知
の
仲
で
の
宴
会
で
あ

る
。 

 

１０
月
２８
日
は
建
徳
市
新
安
江
河
畔(

白

砂
公
園
）に
始
め
て
の
桜
植
樹
を
行
っ
た
。 

 

小
学
生
ら
の
歓
迎
の
中
、
会
員
は
そ
れ

ぞ
れ
に
別
れ
て
、
２
５
０
本
の
桜
を
植
え

た
。
し
か
も
感
激
し
た
こ
と
は
、
こ
の
と
き

の
参
加
者
全
員
の
名
を
裏
面
に
彫
り
つ
け

た
「記
念
石
碑
」が
建
て
ら
れ
て
い
た
こ
と

で
あ
っ
た(

表
面
は
「
中
日
友
好
桜
花

林
」）
。
日
本
か
ら
持
ち
込
ん
だ
５
０
０
冊

の
絵
本
を
小
学
校
に
寄
贈
し
た
り
し
て
、

夜
に
は
「答
礼
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」を
行
い
、
雑

伎
団
の
妙
技
を
見
、
最
後
に
出
雲
市
の
荒

茅
音
頭
の
踊
り
の
輪
に
許
市
長
や
筆
者
ら

も
入
っ
た
踊
り
で
締
め
く
く
っ
て
、
友
好
交

流
を
誓
い
合
っ
た
。 

 

二
日
目
の
午
後
に
は
「諸
葛
八
卦
村
」に

行
っ
て
み
た
。
諸
葛
は
名
の
通
り
「諸
葛
孔

明
」の
子
孫
が
住
ん
で
い
る
村
で
、
二
千
年

の
歴
史
を
刻
ん
で
い
る
。
「聖
堂
」
そ
の
他

も
保
存
さ
れ
て
い
る
。
「八
卦
」は
、
村
の
集

日
中
友
好
協
会
倉
敷
支
部
で
は
、
１２

月
１０
日
（日
）、
倉
敷
市
内
の
労
働
会
館

で
初
め
て
日
本
人
「残
留
」孤
児
問
題
を
考

え
る
集
い
を
開
催
し
ま
し
た
。 

当
日
は
集
い
に
先
立
っ
て
、
先
に
中
央

本
部
主
催
の
「平
和
の
旅
」に
参
加
し
た
栗

本
支
部
理
事
長
か
ら
、
「日
本
軍
の
侵
略

の
跡
を
訪
ね
て
」と
し
て
、
中
国
東
北
部
で

の
侵
略
の
足
跡
を
ス
ラ
イ
ド
上
映
し
な
が

ら
、
侵
略
戦
争
の
原
因
に
も
触
れ
て
お
話

を
聞
い
た
あ
と
、
「残
留
」孤
児
訴
訟
を
支

え
る
岡
山
の
会
、
小
林
事
務
局
長
よ
り
、

「
残
留
」日
本
人
孤
児
を
作
り
出
し
た
原

因
、
政
府
の
対
応
、
「孤
児
」達
の
お
か
れ

て
い
る
現
状
に
つ
い
て
判
り
や
す
く
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
裁
判
の
原
告
で

も
あ
る
二
人
の
「孤
児
」の
方
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
中
国
で
の
苦
労
、
帰
国
後
の
苦
労
（言

葉
、
就
職
、
生
活
）が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

特
に
言
葉
の
不
自
由
な
お
一
人
は
、
「私

は
日
本
人
で
す
。
で
も
日
本
語
が
で
き
な

い
事
が
と
て
も
く
や
し
い
」と
涙
な
が
ら
に

訴
え
ら
れ
、
帰
国
後
現
在
に
至
る
日
本
で

の
「孤
児
」の
苦
し
み
を
述
べ
ら
れ
た
の
に

は
、
政
府
の
中
国
帰
国
「残
留
孤
児
」に
対

す
る
措
置
への
怒
り
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
で

し
た
。 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

宮
地 

落
の
各
家
屋
が
「風
水
」の
し
き
た
り
に
則

っ
た
配
置
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
付
け
ら

れ
た
名
で
あ
る
が
卍
型
の
池
を
取
り
巻
い

て
、
各
家
々
が
迷
路
の
よ
う
に
建
て
ら
れ

て
い
る
。
外
部
か
ら
の
者
は
た
ち
ま
ち
迷
子

に
な
る
「防
衛
集
落
」で
あ
る
。 

 

三
日
目
は
朝
早
く
千
島
湖
を
遊
覧
船
で

横
断
し
て
（約
４
時
間
）、
前
年
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
独
自
の
登
山
で
好
評
で
あ
っ
た
「
黄

山
」に
登
山
し
た
。
黄
山
は
す
で
に
触
れ
た

が
、
中
国
の
三
大
名
山(

黄
山
、
泰
山
、
五

台
山)

の
一
つ
で
、
そ
の
山
容
と
山
上
の
難

路
、
山
頂
か
ら
の
四
囲
の
景
観
な
ど
は
見

事
で
あ
る
。
今
は
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で
山
上

入
り
口
ま
で
上
れ
る
が
、
そ
の
先
の
有
名

な
諸
名
所
は
徒
歩
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

健
脚
で
な
い
と
全
山
を
巡
る
の
は
困
難
で

あ
る
。 

 

山
上
に
一
泊
し
た
翌
日
麓
の
黄
山
市
に

立
ち
寄
り
、
黄
山
の
老
街
（ら
お
が
い
）に

立
ち
寄
り
、
黄
山
市
か
ら
空
路
で
上
海
一

泊
後
、
出
雲
空
港
に
帰
着
し
た
。 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

つ
づ
く 

中国人に中国料理を学ぼう 

中国料理教室《江西省のお正月料理》 

講師：銭 太秀（江西省南昌市出身） 

日中正会員１１００円  定員２５名 

お問合せ先   Ｍａｉｌ zeshan@m9.dion.ne.jp 

ＴＥＬ 日中友好協会(携帯)０９０－７５４２－６１３９ 

準備の都合上、早めにお申し込みください。 

「残
留
」日
本
人
孤
児
問
題
を
考
え
る
集
い 

倉
敷
労
働
会
館
で
開
く 

 

支
え
る
会
小
林
事
務
局
長
の
町
内
で 

餅
つ
き
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

昨
年
の
十
二
月
二
三
日
、
支
え
る

会
小
林
事
務
局
長
の
町
内
で
餅
つ

き
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
に
通
訳
の
何
さ
ん
（岡
大
留

学
生
）と
高
島
日
本
語
教
室
の
受

講
生
で
あ
る
、
中
国
「残
留
日
本
人

孤
児
」
二
世
の
伊
藤
さ
ん
、
中
国

「残
留
婦
人
」三
世
と
結
婚
し
た
後

藤
さ
ん
の
三
人
が
参
加
し
ま
し

た
。 

 

杵
で
餅
を
つ
い
た
り
、
白
い
粉
で

丸
め
た
り
し
て
楽
し
い
一
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。 

左から後藤さん、伊藤さん、何さんです 

憲法九条を守ろう 岡山平和のつどい 

２００７年１月２４日〈水〉 

１８時３０分～２０時３０分 

岡山市民会館大ホール 

第１部：♪フォークコンサート♪  笠木透と雑花塾 
第２部：講演  「わが命の砦」 澤地久枝 
主催 「憲法九条をまもろう岡山平和のつどい」実行委員会 

参加協力券の購入 お申し込みは日中友好協会岡山支部まで 

日時：２００７年１月２１日(日)     

時間：１０：００～１４：００ 

場所：大元公民館  ｔｅｌ２４１－８５２６ 

参加費１３００円(材料費込み)    

 


